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妻
木
城
は
、
標
高
４
０
９
ｍ
の

城
山
の
山
頂
に
築
か
れ
た
山
城
で
、

妻
木
郷
を
治
め
て
い
た
土
岐
明
智

氏
、
そ
の
一
族
で
あ
る
妻
木
氏
が

整
備
し
ま
し
た
。

そ
の
北
麓
に
は
、
旗
本
妻
木
氏

の
陣
屋
や
住
居
が
あ
っ
た
「
御
殿

跡
」、
さ
ら
に
北
側
に
は
家
臣
団

の
屋
敷
が
あ
っ
た
「
士さ

む
ら
い
や
し
き
あ
と

屋
敷
跡
」

の
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
貴
重
な
遺
構
は
、
岐
阜
県
史
跡

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

築
城
の
時
期
に
つ
い
て
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
戦
国
時

代
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
方

は
戦
国
時
代
、
武
田
氏
と
織
田
氏

の
勢
力
の
接
点
に
あ
た
り
、
織
田

方
の
城
と
し
て
防
備
が
整
え
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

妻
木
氏
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い

（
１
６
０
０
年
）
に
徳
川
家
康
に

味
方
し
、
そ
の
戦
功
に
よ
り
土
岐

郡
内
７
５
０
０
石
の
交
代
寄
合

（
参
勤
交
代
を
す
る
旗
本
）
と
し

て
、
妻
木
陣
屋
を
拡
張
整
備
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
万
治
元
年
（
１

６
５
８
年
）
領
主
の
急
死
に
よ
り

後
継
ぎ
が
無
く
な
り
、
妻
木
城
は

取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

❶
御
殿
跡
・
士さ
む
ら
い
や
し
き
あ
と

屋
敷
跡

旗
本
妻
木
氏
の
陣
屋
や
住
居
が
あ

り
、
北
側
に
は
家
臣
団
の
屋
敷
が
続

い
て
い
ま
す
。

❷
曲
輪※
Ⅲ

土
岐
市
北
部
、
多
治
見
市
街
地
を

一
望
で
き
る
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所

で
、
三
の
丸
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

❸
曲
輪
Ⅱ

曲
輪
Ⅰ
の
一
段
下
に
位
置
し
、
二

の
丸
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

❹
曲
輪
Ⅰ

山
頂
部
に
位
置
し
、
本
丸
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
廃
城
後
の
江
戸
時

代
中
頃
に
は
八
幡
神
社
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

❺
伝で

ん
は
た
た
て
い
わ

旗
立
岩

曲
輪
Ⅰ
の
南
西
隅
に
あ
る
高
さ
５

ｍ
以
上
あ
る
巨
石
で
す
。
旗
立
岩
の

伝
承
が
あ
り
ま
す
。

❻
巨
石
群

関
ヶ
原
の
戦
い
の
と
き
、
西
軍
の

攻
撃
に
備
え
て
堀
を
作
る
工
事
に
よ

り
、
花
崗
岩
の
大
岩
が
露
出
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
が
積
み
上

げ
た
よ
う
な
姿
で
す
が
、
自
然
に
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

❼
く
さ
び
跡
の
残
る
花
崗
岩

岩
の
除
去
を
断
念
し
た
と
思
わ
れ

る
く
さ
び
跡
が
残
る
巨
岩
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

❽
井
戸
跡

妻
木
城
内
に
２
か
所
あ
っ
た
井
戸

の
一
つ
で
、
土
塁
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。

※
曲く

る
わ輪

…
石
垣
や
土
塁
な
ど
で
、
城

の
内
と
外
を
区
画
し
た
区
域

駐車場進入口
県道19号沿い名岐国際ゴルフ
倶楽部入口～林道

土
岐
明
智
氏
ゆ
か
り
の
城

妻
　

木
　

城

妻
木
城
跡
は
、
山
城
で
す
。

　

●　
動
き
や
す
い
服
装
と
、
靴
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●　
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●　
季
節
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ビ
や
ハ
チ
に
遭
遇
し
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

登
山
の
際
の
注
意
事
項

くさび跡花崗岩
登山口・御殿跡

曲輪Ⅰの石垣

巨石群の一部曲輪Ⅱ

曲輪Ⅲから土岐市街を望む
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光
秀
に
一
番
近
い
一
族

妻
　
木
　
氏

江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
『
寛
永

家
譜
』
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
は
、「
藤
右
衛
門
広
忠
は
、
天

正
10
年
（
１
５
８
２
年
）
明
智
光

秀
が
山
崎
の
合
戦
で
戦
死
し
た
後
、

西
教
寺
で
切
腹
し
た
。
藤
右
衛
門

広
忠
は
光
秀
の
伯
父
で
あ
る
。
享

年
69
歳　
法
名
宗
真
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

広
忠
は
最
も
近
い
親
族
で
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

来
年
１
月
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
主
人
公
明
智
光
秀
。
そ
の
光
秀
の
出
生
か
ら
の

半
生
は
、
軍
記
物
語
・
伝
説
・
逸
話
な
ど
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
妻
木
氏
は
、
光
秀
の
近
親

と
し
て
史
料
で
確
認
で
き
る
数
少
な
い
存
在
で
す
。

光
秀
の
妻
は
妻
木
氏
出
身
で
煕

子
と
い
う
名
前
が
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
信
ぴ
ょ
う
性
の
あ
る

史
料
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
の
書
物
『
明
智
軍
記
』、

『
綿
考
輯し
ゅ
う録
』に
は
、「
妻
木
勘
解

由
左
衛
門
範
煕
の
女
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
煕
子
と
い
う

名
前
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、
織
田
信
長
と
明
智
光
秀

の
接
点
と
し
て
、
信
長
の
側
室
で

あ
り
、
一
説
に
は
、
ブ
レ
ー
ン
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

と
も
い
わ
れ
る
「
ツ
マ
キ
」
の
存

在
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
マ
キ
は
、
安
土
桃
山
時
代
の

日
記
『
兼か
ね
み
き
ょ
う
き

見
卿
記
』
に
「
妻
木
惟こ

れ

向こ
う
し
ゅ
う州妹
」　（
惟
向
州
＝
光
秀
）　と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
光
秀
の
妹

は
ツ
マ
キ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
期
の
日
記『
多
門
院
日
記
』

に
は
、　「
去
る
７
日
か
８
日
頃
か
、　

光
秀
の
妹
の
ツ
マ
キ
が
死
去
し
た
。

ツ
マ
キ
は
信
長
か
ら
寵ち
ょ
う
あ
い愛を
受
け

て
い
た
の
で
、
光
秀
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
ほ
ど
落
胆
し
た
。」　と

記
さ
れ
、
妹
・
ツ
マ
キ
の
存
在
で

保
た
れ
て
い
た
信
長
と
光
秀
の
関

係
が
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
崩
れ
て

い
き
、
10
か
月
後
に
起
き
る
本
能

寺
の
変
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

光
秀
の
妻

　
　
　
　
煕
子
（
ひ
ろ
こ
）

光
秀
の
妹

　
　
　
　
ツ
マ
キ
（
妻
木
）

藤
右
衛
門
広
忠
の
位
牌

崇
禅
寺

妻
木
八
幡
神
社

崇
禅
寺
は
土
岐
明
智
氏
の
初
代
頼
重
が
文
和
三
年
（
１
３
５
４
年
）
に
夢
窓
国
師
を
勧か

ん

請じ
ょ
う開

山
、
果
山
禅
師
を
開
山
と
し
て
創
建
し
ま
し
た
。
土
岐
明
智
氏
、
妻
木
氏
代
々
の
位

牌
や
墓
所
が
あ
り
ま
す
。

八
幡
神
社
の
創
建
は
、
一
説
に
元
応
元
年
（
１
３
１
９
年
）
土
岐
明
智
頼
重
が
創
建
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
妻
木
城
主
の
氏
神
と
し
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
流
鏑
馬
が
行

わ
れ
る
広
い
参
道
や
68
段
の
石
段
の
上
に
建
つ
本
殿
は
、
妻
木
城
主
の
栄
華
が
偲
ば
れ
ま
す
。

光
秀
の
伯
父

妻
木（
明
智
）藤
右
衛
門
広
忠

古
い
位
牌
の
底
部

「
宗
心
逝
去
天
正
十
年
丙
午
六
月
十
八
日
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
天
正
十
年

は
「
丙ひ
の
え
う
ま午
」
で
は
な
く
「
壬

み
ず
の
え
う
ま
午
」
で
す
。

（
書
か
れ
た
当
時
の
誤
記
に
よ
る
）

【
写
真
右
】
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
現
在
の

位
牌
。「
清
閑
院
殿
一
友
宗
心
居
士
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。宗
心
は
広
忠
の
法
名

【
写
真
左
】
古
い
位
牌
の
台
座

頼重は、暦応２年　（1339年）　祖父美濃守護土岐頼貞の所領であった妻木郷などを相続し、文和３年　（1354年）　に
崇禅寺を創建し、翌年９月10日に死去しました。
頼重の命日である９月10日に665回忌の法要が、崇禅寺にて行われました。

土岐明智氏初代　土岐明智頼重665回忌
ト ピ ッ ク ス

崇禅寺境内から望む妻木城跡
総門越しの妻木城跡は、悠久のときを感じさせ
る撮影ポイントです。

市指定文化財　八幡神社本殿
上空から見た本殿。和様と禅宗様をたくみに構
成する折衷様式です。

市指定文化財　崇禅寺総門
禅宗様（唐様）を多く用いた室町時代の作風で、

規模の大きな茅葺きの棟門です。

八幡神社参道
流鏑馬神事が行われる参道は、130ｍの坂が続

きます。

位牌堂の天井絵（一部）
位牌堂には、68枚の天井絵があり、その中に
は、「今でしょ」の林修先生の祖父林雲鳳の絵も
あります。

県指定重要文化財　八幡神社の絵馬
慶長14年（1609年）８月、妻木城主妻木家頼の弟佐太郎頼久によって
奉納された左右一対の絵馬です。

県指定重要文化財　夢想国師筆　果山　条幅
崇禅寺を開山した果山禅師の法兄夢窓国師が崇

禅寺開山を期して果山に宛てた書です。

本殿 幣殿 拝殿
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「土岐ふるさと塾」のねらい
土岐市の未来を担う子どもたちに、豊かな体験を通して「ふるさと土岐市」の伝統・文化・自然・産業を知る
機会を提供し、親子で学習や体験を共有することで親子の絆を深めるとともに、土岐市に愛着のもてる子どもを
育てる。

親子で学ぶ「土岐の歴史」～土岐明智氏ゆかりの地　妻木城跡をめぐる～

第1回　土岐ふるさと塾の参加者募集

土岐市指定無形文化財　流鏑馬

妻
木
城
御
城
印

元和９年（1623年）、妻木城主妻木家頼が武運を祈り、
馬を１頭奉納したことが始まりといわれ、毎年10月の第
２日曜日に執り行われます。また、その前日の夜には、
前夜祭として宵祭りが行われます。

10月12日（土）
　午後７時～
　　・宵祭り神事
　　・お神楽奉納
　　・日本剣道形奉納
　　・湯立神事

10月13日（日）
　午前11時　　　　馬場見せ（最後の練習）
　午後　１　時　　　　本殿にて神事　花馬　
　　　　　　　　　お神楽奉納
　　　　１　時30分　火縄銃実演（妻木小学校）
　　　　１　時50分　手作り鎧行列
　　　　２　時　　　　みこし行列
　　　　２　時30分　流鏑馬奉納
　　　　　　　　　・陣笠・陣羽織３回
　　　　　　　　　・弓を射る儀式
　　　　　　　　　・古式衣装３回

令和元年流鏑馬の日程

妻
木
城
址
の
会
で
は
、
妻
木
城
跡
の
御
城
印
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

【
取
扱
場
所
】

　
妻
木
八
幡
神
社

　
崇
禅
寺

　
妻
木
公
民
館
で

【
価
　
　
格
】

　
２
０
０
円（
税
込
）

妻
木
城
址
の
会

妻
木
城
跡
・
士
屋
敷
跡
の
保
存
運
動
を
通
し
て
、
住
民
が
郷
土
を
愛

し
、
郷
土
の
歴
史
を
誇
り
に
思
う
土
壌
づ
く
り
を
目
的
に
、
平
成
７
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
約
１
５
０
人
で
、
妻
木
城
跡
・
士
屋
敷
跡
の
草
刈
り

や
登
山
道
の
整
備
、
妻
木
城
跡
を
訪
れ
る
見
学
者
の
案
内
、
歴
史
講
座

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

守
る
人
々

定　　員　市内在住の小中学生とその保護者20組程度
講　　師　妻木城址の会会員、美濃陶磁歴史館学芸員
応募方法　生涯学習課に電話、メール　syogai@city.toki.lg.jp
　　　　　（記載事項　子ども氏名　学校名　学年　保護者氏名　住所　電話番号　コース）
締　　切　10月21日（月）（応募多数時は抽選）

・ 　生涯学習課（内線361）

日　　時　11月30日（土）午後１時～４時
コース・時間配分（妻木城跡・士屋敷跡・八幡神社）
Ａ：登山コース
　　士屋敷跡から妻木城跡まで約30分の登山です。結構ハードですが、是非チャレンジしましょう！
　　崇禅寺（駐車場あり）　―――――――　士屋敷跡　―――――――　妻木城跡　―――――――　崇禅寺（アンケート・解散）

Ｂ：林道コース
　　士屋敷跡から妻木城跡下駐車場まで、自家用車で行きます。妻木城跡まで10分ほど徒歩で登ります。
　　崇禅寺（駐車場あり）　――――　士屋敷跡　――――　駐車場　――――　妻木城跡　――――　崇禅寺（アンケート・解散）
※解散後、崇禅寺・八幡神社・妻木（しろやま）公民館の特別展・砂防ダム等を見学できます

【雨天時の実施　学習】
　　崇禅寺　―――　八幡神社　―――　妻木（しろやま）公民館

湯立神事
大釡で湯を沸かし、その熱湯を参拝者にふりかける儀式で、

その湯を浴びると神徳があると言われています。

火縄銃実演
妻木小学校の校庭で、関ヶ原合戦での妻木氏の故事にちな

んで火縄銃の実演が披露されます。

流鏑馬
選ばれた６人の男子（妻木小学校５・６年生）が馬を操り、

130mの参道を駆け上がります。
取材協力および資料提供：妻木城址の会

歩道整備見学者に説明

ダンボールで鎧づくり

申込QRコード
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